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概  要 

 

従来の炭素繊維やガラス繊維を用いた繊維強化複合材料（FRP）では、製造

時の CO₂排出量や廃棄処理に伴う環境負荷が問題となっていました。そこで

本研究では、環境負荷の低減を目的として、玄武岩から製造されるバサルト繊

維を強化繊維とするバサルト繊維複合材料（BFRP）を開発しました。（図１） 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

バサルト繊維に表面改質処理を施すことで、繊維と樹脂との界面接着性を大

幅に向上させることができました。その結果、従来のガラス繊維／ナイロン系

FRP と同等、あるいはそれ以上の曲げ強度を示すことが明らかとなりました。

（図２） 

本技術の 

有用性 

天然由来の材料を用いて FRP を作製することで、環境負荷の低減と高性能

化を同時に達成できる持続可能な材料を実現できます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

図１ BFRP の成形            図 2 BFRP の曲げ試験結果 

適用可能製品 
プレス成形品、木材等の補強効果 
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